
 

会議録 

会議の名称  社会教育委員の会議（4月定例会）会議録 

開 催 日 時 平成20年4月17日（木曜） 14時00分から16時00分まで 

開 催 場 所  保谷庁舎3階会議室 

出 席 者 

 委員：松本議長、小川副議長、有澤委員、岡村委員、橋本委員、濱崎委
員、本田委員、松嶋委員、貝塚委員（順不同） 
（欠席）髙谷委員、山田委員、瀧島委員、宮崎委員 
 事務局：波方社会教育課長、石崎社会教育係長、水野社会教育係主任、

渡辺社会教育係主事 

議 題 

1 菅平少年自然の家について 
2 社会教育関係団体補助金について 
3 報告事項 
4 その他 

配 布 資 料 

1 菅平少年自然の家の今後のあり方について（中間のまとめ） 
2 社会教育関係団体補助金要綱の一部改正する要綱（案） 
3 平成20年度社会教育関係団体補助金事務処理要綱（案） 
4 西東京市社会教育委員名簿 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容  

○社会教育課長：開会の挨拶 
○事務局：会議資料の確認 
○議長：開会宣言 
西東京市社会教育委員会議規則に基づき、定足数を満たしていることを報告 
平成20年3月定例会議の会議録を確認後、承認する。 
 
1 菅平少年自然の家について 

○事務局：菅平少年自然の家の今後のあり方について（中間まとめ）説明 
○議長：説明内容に関して意見はあるか。 
○委員：土地・家屋の固定資産税はどうなっているのか。 
○事務局：公的施設のため非課税だと思われるが、未確認のため次回報告する。 
○委員：（1）平成19年度末に中間まとめが公表されたにも拘らず、最終的な結論が平
成20年度末までかかる理由は何なのか。（2）中間まとめでは、施設を「存続」「転
用」「廃止」の3つの案を見出しているが、文面からすると「廃止」の印象を受け
る。結論として廃止の方向性が強いのか。（3）中間のまとめの14ページに社会教育



委員の会議において、当まとめを「活用」との記載があるが、活用とはどのような意
味なのかよく分からない。 
○事務局：（1）教育委員会の事務局に設置している検討委員会に委ねられている。そ
のため、委員会で一定の議論が必要である。ご理解をいただきたい。(2)財政当局の
感触では、廃止の方向の印象を受ける。(3)答申ということではなく、意見をいただ
きたい。 
○議長：この件に関して、アンケート等により小中学校の意見を聞いているのか。 
○事務局：校長会の役員会では報告をしているが、特に実施していない。今後検討させ
ていただく。 
○委員：社会教育委員の会議で提言する必要性があるのか。方向性が決定しているので
あれば意味がない。 
○議長：最終的な結論を教育委員会内の検討委員会に委ねられている。そのため、社会
教育委員の見解を参考にしたいとのことではないか。 
○事務局：様々な意見等を反映することが必要と考えている。中間まとめに対して、事
務局としては社会教育委員の忌憚のない意見をお聞きしたい。 
○議長：当会議で中間まとめがまとまるまで、協議することを中断してきた。中間まと
めが出されたことで、その内容に対し我々の意見を出せばよろしいのではないか。 
○委員：提言の内容が反映される必然性はあるのか。 
○事務局：委員の総意であれば、正式な依頼を行う方向で調整をしていきたい。 
 
―暫時休憩― 
 
○議長：菅平少年自然の家の検討を図る上で、教育長からを正式な依頼が必要か否か、
委員の見解をお聞きしたい。 
○委員：何を議論すべきなのか確認する上で正式な依頼をいただくことが必要である。 
○議長：了解した。反対意見がないようであれば正式な依頼をお願いしたい。事務局は
次回会議まで調整をお願いする。 
○事務局：了解した。 
 
2 社会教育関係団体補助金について 
○事務局：社会教育関係団体補助金要綱の一部を改正する要綱（案）、平成20年度社会
教育関係団体補助金事務処理要綱（案）について説明 
○議長：説明内容に関して意見はあるか。 
○委員：補助対象経費が5万円未満の場合は、補助金額は同額である。しかし、補助対
象経費が7万円の場合は、補助金額が3.5万円になる。事業規模が大きいにも拘らず、
補助金額が少なってしまう。この点は工夫が必要ではないか。 
○事務局：了解した。再検討させていただく。 
 
3 報告事項 
・社会教育委員の解嘱及び委嘱について 
○事務局：学校関係者の委員2名を解嘱し、谷戸小学校長、明保中学校長を新たに委嘱
した。 
・第2期生涯学習推進計画（平成21年から平成25年）について 



○事務局：現在第2期生涯学習推進計画の策定を進めている。策定する上で、生涯学習
推進計画懇談会を立ち上げる予定である。懇談会の委員として社会教育委員の中から
1名選出をお願いしたい。なお、任期は2年で、月1回の懇談会である。 
○議長：どなたか受けていただく委員はいるか。 
→松嶋委員に決定 
 
4 その他 
○事務局：東京都市町村社会教育委員連絡協議会定期総会が今週の土曜日に開催され
る。副議長、事務局が出席予定であるが、参加される方がいれば会議終了後、事務局
に報告をお願いする。 
○議長：以上で本日の社会教育委員の会議（4月定例会）は終了する。 
 
 

※次回会議：平成20年5月15日（木曜）午後2時 
保谷庁舎3階会議室 

 
 

 


